






























































































































































































































































































・水俣病息者や被害者の立場，チ ッ ④ 〔水俣病に関して記述された，文章中の
ソ（従業員も含む）や業界団体の立 ⑤ 数多くの知識〕
場，研究者の立場，固や県の立場 ⑥ ・例えば地域住民について，その中でも
，地域住民の立場，以上 5つの立 ⑦ 多様な立場があり水俣病の問題に様々な
場に班内で分かれ，それぞれ 2種 ⑧ 働きかけをしてきた。また，時期によっ
類の資料（共通資料，および各立 ⑨ て働きかけが変わるとともある。水俣病
場に関わる資料）を読み，水俣病 の問題は，複雑で様々なカが働き，その

















































































































結｜ いる水俣病の問題で，人々はどの ｜ ｜ な構成原理をもっ諸集団・組織が，自分






資料・①2015年12月3日朝日新聞． ②Google Earth （水俣市付近）． ③本小論中の表 1
「水俣病略年表J • ④ I共通資料】橋本道夫編『水俣の悲劇を繰り返さないために』中
央法規， 2000年， pp67, 15 17. および環境省編『平成18年版環境白書』ぎょうせい， 2006年
，抑制－47. ⑤【患者等の立場の資料I川本輝夫「一人からの闘い」栗原彬編『証言水
俣病』岩波書店， 2000年． および水俣病50年取材班「沈黙の島解け始めた封印」『水俣病50
年』西日本新聞社， 2006年． ⑥【チッソ等の立場の資料】橋本編，前掲書， 2000年， pp18
22, 104-105. および水俣病50年取材班「航跡ある家族史」前掲書， 2006年． ⑦ I研究者
の立場の資料】橋本編，前掲書， 2000年， pp46-48,54-56, 86-88. および政野淳子『四大公害
病』中央公論新社， 2013年， pp2331. ③ I国や県の立場の資料】橋本編，前掲書， 2000年
• pp24-25, 96-97. および水俣病50年取材班「岐路役人たちの水俣病」前掲書， 2006年
⑨ I地域の人々の資料】橋本編，前掲書， 2000年， pp37-38,43-44,132-133. および荒木洋子
「一家全滅の淵から」栗原編，前掲書， 2000年． ⑬桑原史成，塩田武史他『写真集「水俣
を見た 7人の写真家たち」』写真集「水俣を見た 7人の写真家たち」編集員会， 2007年
⑪橋本編，前掲書， 2000年， pl25. および水俣病50年取材班「水俣病と報道」前掲書， 2006年．
※④～⑨，⑪の資料は抜粋・簡略化して使用するものもある。
4. おわりに
本小論の成果は，「定義闘争としての社会問題」を扱う授業についての新たな
あり方を提示した点，そしてそれにもとづき中学校社会科の小単元「水俣病の認
知」を開発し，実現可能なことを示した点にある。
今後，「価値葛藤としての社会問題」を扱う授業についても検討し，社会問題
への思考力育成を重視した授業のあり方を，三類型の広い視野から示したい。
【註1
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